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世代間階層移動に関する理論分析  

 

要約  

本 論 文 で は 、 世 代 重 複 モ デ ル を 用 い て 、 人 口 動 態 が 世 代 間 階 層 移 動 と 経 済 発

展 に 与 え る 影 響 と そ の 相 互 依 存 関 係 に つ い て 分 析 を す る 。近 年 、各 国 に お い て 、

階 層 の 固 定 化 と 急 激 な 人 口 動 態 の 変 化 が 観 測 さ れ て い る 。 世 代 間 階 層 移 動 に 伴

う 経 済 発 展 は 出 生 率 や 寿 命 な ど の 人 口 動 態 に 影 響 を 与 え る 。 同 様 に 、 人 口 動 態

も ま た 、 資 本 の 希 釈 効 果 や 家 計 の 経 済 活 動 の 変 化 を 通 じ て 、 世 代 間 階 層 移 動 、

ひ い て は 、 経 済 発 展 に 影 響 を 与 え る 。 こ う し た 人 口 動 態 、 世 代 間 階 層 移 動 と 経

済 発 展 の 相 互 依 存 関 係 を 分 析 す る こ と は 、 先 進 国 の 階 層 の 固 定 化 と 急 激 な 人 口

動 態 の 過 程 と 要 因 を 理 解 す る 上 で 重 要 で あ る だ け で な く 、 発 展 途 上 国 の 経 済 発

展 を 考 察 す る 上 で も 有 用 で あ る 。  

第 1 章 で は 、 本 研 究 の 目 的 と 構 成 に つ い て 記 述 し て い る 。  

第 2 章 で は 、 As o a nd Nak amu ra (20 19)の モ デ ル を 用 い て 、 人 口 成 長 が 世 代 間

階 層 移 動 に 与 え る 影 響 に つ い て 分 析 を 行 な う 。 ソ ロ ー モ デ ル の 希 釈 効 果 に 代 表

さ れ る よ う に 、 人 口 成 長 は 経 済 成 長 に と っ て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 し か

し な が ら 、 多 く の 先 行 研 究 で は 、 人 口 成 長 を 考 慮 し て お ら ず 、 そ の よ う な 人 口

成 長 の 効 果 は 見 過 ご さ れ て き た 。Sk ir bekk  (2 008 )が 示 し て い る よ う に 、出 生 率

は 所 得 階 層 間 で 異 な る 。 彼 は 経 済 発 展 に 伴 い 、 所 得 と 出 生 率 が 正 の 関 係 か ら 負

の 関 係 へ と 変 化 し て い く こ と を 、 つ ま り 、 発 展 途 上 国 で は 、 高 所 得 者 ほ ど 多 く

の 子 供 を 持 つ 一 方 で 、 先 進 国 で は 、 低 所 得 者 ほ ど 多 く の 子 供 を 持 つ よ う に な る

こ と を 指 摘 し て い る 。 本 章 で は 、 人 口 成 長 の 効 果 を 明 確 に す る た め に 、 熟 練 労

働 者 と 非 熟 練 労 働 者 の 出 生 率 を 外 生 変 数 と し て 扱 う こ と で 、 こ の 重 要 な 事 実 を



モ デ ル に 組 み 込 ん で い る 。  

第 2 章 で 得 ら れ た 結 論 は 以 下 の よ う な も の で あ る 。 所 得 階 層 間 の 出 生 率 が 同

じ 場 合 、 人 口 成 長 は 一 定 と な り 、 そ れ ゆ え 、 世 代 間 階 層 移 動 の 基 本 的 な 動 学 的

性 質 に 影 響 を も た ら さ な い 。 ま た 、 人 口 成 長 の 増 加 は 子 供 一 人 当 た り が 受 け 取

る 親 か ら の 所 得 移 転 を 減 少 さ せ 、均 衡 に お け る 熟 練 労 働 者 の 割 合 を 減 少 さ せ る 。

対 し て 、 所 得 階 層 間 の 出 生 率 が 異 な る 場 合 、 人 口 成 長 は 世 代 間 階 層 移 動 の 移 行

動 学 に 決 定 的 な 役 割 を 果 た す 。 先 進 国 の よ う に 、 非 熟 練 労 働 者 の 出 生 率 が 熟 練

労 働 者 の 出 生 率 よ り も 大 き い 場 合 、 経 済 に 発 展 に 伴 い 人 口 成 長 は 減 少 し 、 そ れ

ゆ え 、 階 層 移 動 は 定 常 状 態 に 向 か っ て 単 調 に 収 束 す る 。 対 し て 、 発 展 途 上 国 の

よ う に 、 熟 練 労 働 者 の 出 生 率 が 非 熟 練 労 働 者 の 出 生 率 と 比 べ て 十 分 に 大 き い 場

合 、 経 済 発 展 に 伴 っ て 人 口 成 長 は 増 加 し 、 そ れ ゆ え 、 階 層 移 動 は 循 環 的 な 振 る

舞 い を 示 す 。 し た が っ て 、 人 口 成 長 と 世 代 間 階 層 移 動 の 移 行 動 学 は 所 得 階 層 間

の 出 生 率 の 差 に 依 存 し て 劇 的 に 変 化 す る こ と が 示 さ れ て い る 。  

 第 3 章 で は 、 第 2 章 の モ デ ル に お い て 外 生 変 数 と し て 扱 わ れ て い た 熟 練 労 働

者 と 非 熟 練 労 働 者 の 出 生 率 を 内 生 化 す る こ と で 、 家 計 の 最 適 な 出 生 行 動 が 世 代

間 階 層 移 動 と 経 済 発 展 に 与 え る 影 響 と そ の 相 互 依 存 関 係 に つ い て 分 析 し て い る 。 

世 代 間 階 層 移 動 の 先 行 研 究 で は 、 所 得 格 差 や 教 育 費 用 に 焦 点 を 当 て て 、 分 析

が な さ れ て き た 。 世 代 間 階 層 移 動 の 代 表 的 研 究 で あ る M aoz  a nd  M oav  (19 99 )で

は 、 世 代 間 階 層 移 動 と 所 得 格 差 、 そ し て 経 済 発 展 の 相 互 関 係 に つ い て 分 析 し て

い る 。 彼 ら の 研 究 で は 、 所 得 格 差 の 減 少 に 伴 い 、 経 済 は 発 展 し て い き 、 世 代 間

階 層 移 動 は 単 調 に 定 常 状 態 へ 収 束 し て い く 。 彼 ら は 、 所 得 格 差 が も た ら す 教 育

獲 得 の イ ン セ ン テ ィ ブ に 焦 点 を 当 て る こ と で 、 所 得 格 差 と 階 層 移 動 の 相 互 関 係

を 巧 み に 説 明 し て い る 。 一 方 で 、 Na ka mura  an d Mu ra yam a (201 1)  で は 、階 層 移

動 の 費 用 の 面 、 す な わ ち 、 教 育 費 用 に 焦 点 を 当 て て お り 、 所 得 に 占 め る 教 育 費

用 割 合 の 振 る 舞 い が 階 層 移 動 の 移 行 動 学 に 決 定 的 な 影 響 を も た ら す こ と を 明 ら

か に し て い る 。 こ の よ う に 、 先 行 研 究 で は 、 所 得 格 差 や 教 育 費 用 に 焦 点 を 当 て

て お り 、人 口 動 態 が 階 層 移 動 に 与 え る 影 響 に つ い て は 軽 視 さ れ て き た 。実 際 に 、

M aoz  a nd  M oav  ( 199 9)や Nak amu ra  a nd Mura ya ma  (2 011 )で は 、 家 計 の 出 生 率 を

考 慮 し て い な い 。し か し な が ら 、Lin da h l(20 08 )が 指 摘 し て い る よ う に 、家 計 の

出 生 率 は 世 代 間 階 層 移 動 に 重 要 な 役 割 を 果 た す 。 彼 ら は 、 出 生 率 の 高 い 家 計 の



子 供 ほ ど 、 子 供 一 人 当 た り の 教 育 投 資 量 が 減 少 し て し ま う た め に 、 上 方 移 動 が

困 難 に な る こ と を 示 し て い る 。  

本 章 で は 、 第 2 章 で 用 い た モ デ ル に お け る 所 得 階 層 間 の 出 生 率 と 賃 金 を 内 生

化 し て い る 。 そ う す る こ と で 、 人 口 動 態 が 階 層 移 動 に 与 え る 影 響 を よ り 、 現 実

的 に 、 そ し て 、 正 確 に 分 析 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 第 2 章 で は 得 ら れ な か

っ た 人 口 動 態 、 世 代 間 階 層 移 動 と 経 済 発 展 の 様 々 な 移 行 動 学 と そ の 相 互 依 存 関

係 を 分 析 で き る よ う に な る 。  

第 3 章 で 得 ら れ た 結 論 は 以 下 の よ う な も の で あ る 。（ ⅰ ）所 得 階 層 間 の 出 生 率

の 違 い は 、 消 費 、 所 得 移 転 と 出 生 率 の 代 替 の 弾 力 性 に 依 存 し て 決 ま る 。 代 替 の

弾 力 性 が １ よ り 小 さ け れ ば 、 所 得 効 果 が 代 替 効 果 を 上 回 り 、 熟 練 労 働 者 ほ ど 多

く の 子 供 を 持 ち 、 階 層 移 動 に 伴 っ て 、 人 口 成 長 は 増 加 す る 。 一 方 で 、 代 替 の 弾

力 性 が １ よ り 大 き け れ ば 、 代 替 効 果 が 支 配 的 と な り 、 非 熟 練 労 働 者 ほ ど 多 く の

子 供 を 持 ち 、 階 層 移 動 に 伴 っ て 、 人 口 成 長 は 減 少 す る 。 代 替 の 弾 力 性 が １ と 等

し い 時 、 所 得 階 層 間 の 出 生 率 は 同 じ と な り 、 人 口 成 長 は 熟 練 労 働 者 の 割 合 に 依

存 す る こ と な く 、一 定 の 値 と な る 。（ ⅱ ）代 替 の 弾 力 性 が １ よ り 小 さ い 時 、代 替

の 弾 力 性 が １ に 近 づ く ほ ど 、 人 口 成 長 の 増 加 は 小 さ く な り 、 階 層 移 動 、 所 得 格

差 と 人 口 成 長 の 移 行 動 学 は 非 単 調 な 振 る 舞 い か ら 、 単 調 な 振 る 舞 い へ と 変 化 す

る 。（ ⅲ ）代 替 の 弾 力 性 が １ よ り 大 き い と き 、熟 練 労 働 者 の 下 方 移 動 に 対 す る 人

口 効 果 に よ り 、 経 済 は 貧 困 の 罠 に 陥 る 可 能 性 が あ る 。 対 し て 、 代 替 の 弾 力 性 が

１ よ り 小 さ い 時 、 人 口 成 長 以 上 に 熟 練 労 働 者 の 出 生 率 は 高 い た め に 、 人 口 効 果

に よ っ て 熟 練 労 働 者 の 割 合 は 増 加 し て い き 、経 済 が 貧 困 の 罠 に 陥 る こ と は な い 。

(ⅳ )  代 替 の 弾 力 性 が １ よ り 大 き い 時 、代 替 の 弾 力 性 が 大 き く な る ほ ど 、貧 困 の

罠 に 陥 る 可 能 性 が 高 く な る 一 方 で 、 均 衡 に お け る 熟 練 労 働 者 の 割 合 は 増 加 し 、

そ れ ゆ え 、所 得 格 差 と 人 口 成 長 は 低 下 す る 。(ⅴ ) 政 府 が 能 力 の 高 い 子 供 の 教 育

費 用 を 引 き 下 げ る な ど の 政 策 を と り 、 上 方 移 動 を 促 進 す る こ と で 、 貧 困 の 罠 か

ら 抜 け 出 す こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 そ の よ う な 政 策 を と っ た と し て も 、

代 替 の 弾 力 性 が 十 分 に 大 き け れ ば 、 す な わ ち 、 人 口 動 態 が 急 激 に 変 化 す れ ば 、

経 済 は 発 展 の 罠 に 陥 る 可 能 性 が あ り 、 熟 練 労 働 者 の 割 合 は 小 さ く 、 そ れ ゆ え 、

所 得 格 差 と 人 口 成 長 が 大 き い 低 位 均 衡 と 熟 練 労 働 者 の 割 合 が 高 く 、 そ れ ゆ え 、

所 得 格 差 と 人 口 成 長 が 小 さ い 高 位 均 衡 の 複 数 均 衡 が 出 現 す る 可 能 性 が あ る 。 以



上 の 結 論 よ り 、 内 生 的 な 出 生 率 は 階 層 移 動 の 移 行 動 学 に 決 定 的 な 影 響 を も た ら

し 、 人 口 動 態 、 世 代 間 階 層 移 動 と 経 済 発 展 の 相 互 依 存 関 係 が 明 ら か に さ れ た 。  

第 4 章 で は 、 前 章 ま で で は 扱 わ な か っ た 、 寿 命 に 焦 点 を あ て て 分 析 を し て い

る 。 寿 命 も ま た 、 人 口 動 態 の 重 要 な 要 素 の 一 つ で あ る 。 過 去 数 十 年 の 間 、 先 進

国 は 経 済 発 展 に 伴 っ て 、 急 激 な 寿 命 の 増 加 を 経 験 し て き た 。 ま た 、 発 展 途 上 国

も 同 様 に 寿 命 の 改 善 が 観 測 さ れ て い る 。 多 く の 研 究 と 歴 史 的 な 事 実 か ら 、 経 済

発 展 は 寿 命 を 増 加 さ せ る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ れ は 、 生 活 が 豊 か に な る に つ

れ て 、 栄 養 状 態 や 公 衆 衛 生 が 改 善 す る た め で あ る 。  

 世 代 間 階 層 移 動 も ま た 、 高 所 得 者 、 あ る い は 、 熟 練 労 働 者 が 増 加 す る か ど う

か と い う 点 に お い て 、経 済 発 展 と も 密 接 に 関 連 し て い る 。熟 練 労 働 者 の 増 加 は 、

経 済 が 多 く の 人 的 資 本 を 保 有 す る こ と を 意 味 し 、よ っ て 、経 済 は 大 き く 発 展 し 、

寿 命 は 増 加 す る 。 経 済 発 展 が 寿 命 に 影 響 を 与 え る よ う に 、 寿 命 の 増 加 も ま た 、

家 計 の 経 済 行 動 の 変 化 を 通 じ て 、経 済 発 展 に 影 響 を 与 え る 。寿 命 が 増 加 す る と 、

家 計 は 老 後 に 備 え て 、 貯 蓄 を 増 加 さ せ る 。 こ の 貯 蓄 の 増 加 は 、 子 供 へ の 教 育 投

資 や 所 得 移 転 を 減 少 さ せ 、 世 代 間 階 層 移 動 を 阻 害 す る 。 あ る い は 、 寿 命 が 増 加

す る ほ ど 、 人 々 が 教 育 投 資 を す る イ ン セ ン テ ィ ブ は 上 昇 す る こ と が 知 ら れ て い

る 。 こ の よ う な 家 計 の 経 済 行 動 の 変 化 を 通 じ て 、 寿 命 は 世 代 間 階 層 移 動 に 影 響

を 与 え 、 ひ い て は 、 経 済 発 展 に 影 響 を 与 え る 。 し た が っ て 、 寿 命 、 世 代 間 階 層

移 動 、 経 済 発 展 は 密 接 に 関 連 し て お り 、 そ し て 、 相 互 に 依 存 し て い る と 考 え ら

れ る 。  

 し か し な が ら 、 世 代 間 階 層 移 動 に 関 す る 先 行 研 究 に お い て 、 こ の 相 互 依 存 関

係 は 軽 視 さ れ て き た 。例 え ば 、I yig un  (19 99)で は 、公 的 教 育 が 階 層 移 動 に 与 え

る 影 響 に つ い て 分 析 し て お り 、 公 的 教 育 の 拡 充 が 階 層 移 動 を 促 進 す る こ と が 示

さ れ て い る 。 Da vie s et  a l. (20 05 )は 、 私 的 教 育 制 度 と 公 的 教 育 制 度 の 下 で の

階 層 移 動 を 比 較 し 、 公 的 教 育 制 度 の 方 が よ り 階 層 移 動 を 活 発 に す る こ と を 指 摘

し て い る 。 Be rna sc oni and Pro fe ta ( 2 012)で は 、才 能 の ミ ス マ ッ チ に 焦 点 を 充

て て 、 公 的 教 育 支 出 の 拡 大 は そ の よ う な ミ ス マ ッ チ を 減 少 さ せ 、 階 層 移 動 を 促

進 す る こ と を 示 し た 。 対 し て 、 Uc hid a ( 201 8)で は 、 Ber nasc on i a nd  Pr of e ta  

(201 2)の モ デ ル に 私 的 教 育 投 資 を 導 入 す る こ と で 、 所 得 格 差 に 伴 う 私 的 教 育 投

資 の 格 差 が 、 才 能 の ミ ス マ ッ チ を 促 進 し て 、 階 層 移 動 を 阻 害 す る こ と を 明 ら か



に し て い る 。 上 記 の よ う に 、 世 代 間 階 層 移 動 の 先 行 研 究 で は 、 教 育 制 度 な ど の

教 育 に 焦 点 を 当 て て 分 析 が な さ れ て お り 、 寿 命 な ど の 人 口 動 態 が 世 代 間 階 層 移

動 に 与 え る 影 響 に つ い て は 十 分 に 分 析 さ れ て こ な か っ た 。  

 対 し て 、第 4 章 で は 、Ma oz and Moa v ( 1999 )に 内 生 的 寿 命 を 導 入 す る こ と で 、

こ れ ま で 多 く の 先 行 研 究 で 軽 視 さ れ て き た 、 寿 命 が 世 代 間 階 層 移 動 と 経 済 発 展

に 与 え る 影 響 に つ い て 分 析 し て い る 。 本 章 に お い て 、 寿 命 は 教 育 投 資 を 行 な う

イ ン セ ン テ ィ ブ を 上 昇 さ せ 、 階 層 移 動 を 促 進 さ せ る 。 一 方 で 、 寿 命 の 増 加 は 老

後 に 備 え た 貯 蓄 を 増 加 さ せ 、 教 育 投 資 の 資 金 源 と な る 親 か ら 子 へ の 所 得 移 転 を

減 少 さ せ て し ま い 、 階 層 移 動 を 阻 害 す る 。 階 層 移 動 と 所 得 格 差 の 移 行 動 学 は 経

済 発 展 に 伴 う 、 教 育 費 用 割 合 の 減 少 に よ る 階 層 移 動 を 促 進 す る 効 果 と 、 寿 命 の

増 加 に 伴 う 所 得 移 転 の 減 少 に よ る 階 層 移 動 を 阻 害 す る 、 二 つ の 総 効 果 に 依 存 す

る 。 前 者 の 効 果 が 後 者 の 効 果 を 上 回 る 場 合 、 す な わ ち 、 寿 命 の 増 加 が 十 分 に 小

さ い 場 合 、 階 層 移 動 と 所 得 格 差 は 単 調 に 収 束 す る 。 し か し な が ら 、 後 者 の 効 果

が 前 者 の 効 果 を 上 回 る 場 合 、 す な わ ち 、 寿 命 の 増 加 が 十 分 に 大 き い 場 合 、 階 層

移 動 と 所 得 格 差 は 循 環 的 な 振 る 舞 い を 示 す 。と り わ け 、寿 命 が 急 激 に 、そ し て 、

十 分 に 大 き く 増 加 す る よ う な 経 済 で は 、 階 層 移 動 の 変 動 は 大 き く な り 、 階 層 移

動 と 所 得 格 差 が 循 環 を 繰 り 返 し 続 け る 、 カ オ ス 均 衡 が 出 現 す る 。 し た が っ て 、

階 層 移 動 と 所 得 格 差 の 移 行 動 学 と 経 済 発 展 は 寿 命 に 決 定 的 に 依 存 し 、 ま た 、 世

代 間 階 層 移 動 に 伴 う 経 済 発 展 は 寿 命 に 影 響 を 与 え る こ と が 示 さ れ て い る 。  

 

 


